
∪.D.C.d21.3】5.177

複導体送電線用スペーサの諸特性
The Characteristics of Spacers for Double-Conductor on
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複導体送電鰍･ま丹i洋体送電線にくらべ,コロナ開始電.肛,送電容量などの点ですぐれているので,わ

が国でも,特に275kV級送電裸では複特休の採川が多くなってきた｡

しかし,複導体は夙によって京樽体が~町に術突する現象しステイツキング現象と呼ばれる二)があり長径

間にわたってこれを防止し,素弔休閑隔を一定に保打することは電1い`l恒こも機楓l榊こも必要である｡

スペーーサはこのため複導体送一義線では重栗なものであるが.送電線が夙によって常に振動し,スペー

サに抹り返し荷市がかかること,拙こ地理的条什によっては,`突吼やスリートジャソプによってギヤロ

ッビング振動が起り素導体がスべ岬サを媒介として振軌L,この人きな荷和ニュってスペーサを破壊す
ることがある｡

一万電気｢l(Jにほ超√引巨送ノ;~E孤に取りつけられるので,スぺ-1十よr)コロナの発′一仁が少ないことが必要
である｡

また複導体に.故障人電流が流れた場合,素導体問に電磁~ノ｣が働き衝撃し合うが,このときスペーサに

は圧縮荷重がr｢‡川し,スペーサを破墟する危険性が考えられる｡

材質｢l(Jに8･封拒食が必要で寒冷地では低温脆性などを考慮しなければならない｡

本報蕾ほ以上の考えにより,スペーサ各椰について,繰り返し荷重試験,引張および圧縮試験,コロ

ナ訳験,耐食試験などを行い,相互比較し,これらの対策と∴,~~~ミの試作品について述べ,最近電源開

発枕式会社に納入tノたスペーサを紹介している〔､

1.緒

複苺≠謎満潮は従

言

の叩導体を所定の間障(わが国で

ほ40cmであるが外国でほ38＼46cnl郎甘ノに保持する

ことによって導体 面電位傾度せ~Fげコロナの発′1二を少

なくするとともに,インダクタンスの減少と静電作二量の

増加によって 電界吊:を人きくするなど,叩導体よりす

ぐれた電気梢怖をもっているので,′隠高=ミ送電線に多く

採用されるようにな/,たr_､.

スペーサほ複導:休送電線の2本の導体〔以~卜f〟)おの

のブ酎本を素;新本と呼ぶ_)間隔を一定に保つためにmいら

れるものである.｡しかし,この豪導困弓耶扁を一定に保つ

ということは一見簡叩なようであるが,多くの問題があ

り,以~~Fそれについて簡叩Jこ述べる｡

まず送電線は風によって絶えず振動するので,スペー

サにほ級り返し曲げ荷重が加る｡この結黒スペーサー●l身

およびスペーサを:取り付けている送電線に振動疲ツタを起

す｡さらに地肌杓条什によっては台風畔やスリートジャ

ンプ時に大きな振動(′一般iこギヤロッビング振動といわ

れる)が起った場介は,脊索導体ほスペーサを媒介とし

て運動し,この大きな荷 によってスペーサを破壊する

ことがある｡したがって風や雪の多いわが国では風の少

ないヨーロッパで使川されているようなスペーサほあま

り好ましくないといえる｡

*
日立電線株式会社電線1場

複導体の電線間隔を乱す原因は風以外には電気力が考

えられる｡これにほj肝電気力による素導体間の反発と通

電電流の電磁力による引力とがあげられるが,いずれも

わずかであり,抽こ問題となるのほ,恕i紡放脚寺に後者

が大きな引力となることであるしj超高圧直接接地系統の

観境伸送電湖では,系統送電純一i~l:が大きいと,短絡時の

電流ほ大きく,このため素導体は互に術 し密着するよ

うになる.√､この場合がスペーサのほ縮荷重としては股高

と考えられ,このためスペーサが破壊Lないことが必要

である.こ-

-･打電;押Jにはスペーサほ′超高圧送電線に取り付けら

れるので,スペーサよりコロナの発生が少ないことが必

要であるくコ複導体の導体表面電位傾度の最大付近,すな

わち向いあった素導体の外側でほ,持にコロナの発生の

少ない形状が必要で,機械的牛馴■′ととの関連より形状を決

ぎ)なければならない｡

また,スペーサは長年月 ACSR と同様な力命が要

され,スペーサを構成する材質として当然防食性が必要

である-｡斗潮こスプリングを使用したものや,金属の接触

電位の大きい材既よ州勘成されたものは,メッキ法など

の穐討も必要であるし二.

持殊な場合として寒冷地でほ低i■甜惰性が問題で,たと

えば,‥1｢引地ノブで-20～-30度程度に

S5 -

する場合があり,

このとき,スリートジャンプや突風などによってスペー

サに衝撃力が加わると,材矧こよっては破断することが
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(′a) キニ側より4本,撚笥ミ式ポールソケット形

左側はり5,6木スフリソグ式ポールソケット形

イ_i仙 ′くイブ式ザールノケソト形

しbl 左より,1ニ三 ヒソ 多,撚縦ノー≠,リングJl多

第11巽l試 作 し た ス ぺ - サ

あるので,その対策も必要である｣

以上スペーサに対する間組-まをあげたか,親在lli二昇各

国では櫨々の形式のスペーサが硬川あるいは検討され,

自国の気象粂什や経済性などに適Lた形式を採mLてい

るようである..

れば次のようである(‥

スウェーデンはいわゆるセミヒンジ形と称するもの

で,これは素樹木が電線長さ方向に相互運動する場合を

考慮しで---･方向のみヒンジになっている｡これはスウェ

ーデンでほ凪が少なく,冠鰍こ虹軋加′ljの動きほ阻柳本

のねじれによるダンピングでただちに減衰するので考慮

しなくともよいという観瓜に二)とっている(1).

ドイツでほ人品生産向きでしかもスウェーデンより□

由度がとれるポールソケット形を使用しフランスやアメ

リカではスプリング形(2)イタリアでほリング形く3)など槌

々検討されている｡

わが国では凪が多く,時に山腋地力でほ水′1'を考.慮し

なければならザ,諸外国の形をそのまま採川することは

問題がある｣このため,まず

うな形式のスペーサをi

外いjlで採川されているよ

作し,振り返しl伽ザ諷倹を行い,

(丘)

尊†才､

評 第41巻 第10 り

ほ)

･二a)`■に緑カIJリ柑 白二運動

r_b′)う宜根jlじれ〟lJ･J運動

a′ぎ2図 復導体送電線とスべ-サの運動

この小よ牛良好とノ払われるものについて,旺鮒破壊武放,

電視把汁ル式放,低温脆性拭鹸,耐食試験など検討したくJ

また, よ･
.
‥

′一メ

電 ‖精肉の級別本送電緑に

スペーサを収り付け■可視コロナ失験を行い,草加こ後事体

外側の電位便通の1机､部分のACSRクランフ■J■胃;の形状

やボルトのコロナL■やへいに改良を加え,機械的拍怖と

ともに;l∫t旨足なものとした.

二の武験研究の結果ACSRクランプ郁をボールソケ

ット形とし,その迎結部分をスプリング形あるいほ燃線

形にするノノ式がすべての点ですぐれていることがわか∴)

｢ト■

電鯨岡発株式会社のH見幹鰍こ採川されたのはI前射)

スプリング形のもので,最後にこの梢性について紺介し

ているJ

2.スペーサと特性試験結果

2.1試作スペーサ

復主副本送電緑川として考えられている形式ほほなほだ

純研が多く,先にも述べたよう(･こ,諸外 でほその国の

気象条件と経済性に合致したものを依っている現状で,

まずこの形式を参考として数穐のスペーサを.狂作Lた亡

弟1図a,bはこれらのスペーサをホす｡

スペーサの構造ほ強度,耐良性,形状が るが,

脚本クランプ一部で導体iこ生ずるひずみをできるだけ少な

くするため,三重封本クランプ郁の接続にスプリング,ボー

ルソケット,ヒンジなどを依っている.｡現.在わがl昼1でお

もに仙川されているのはボールソケット形スペーサで電

縦クランプ部と迅結棒との結針封;が球状をL√ており,電

紬の動きに対して自由に1叶転できるようにしたものであ

る′〕迅結 にほたわみ性を拍たせるため,撚線式,スノ

リング式の使用を考えた｡

2.2 スべ-サ繰り返し曲げ寿命試験

′電縦の振動ほ一般に微風によって る徴振動と突

凪,スリートジャンプなどによって起る大きな振動とが

ある｡

この場合2本の 童体がスペーサを 介として互に仙



体 送

サ 形J〔

ヒ ン ジ J【ラ

ノ ン グ 形

ス ■ノ り ン クイ 形

ス プ リ ン グJl‡

L三フリノダ中にロソりゝ_旦｣
ス〈■7 り ン グ 形

(スプリング小にロ･ノトソ＼F)､-

6l/､イブ式ポールソケット形

スプリングムニ
ポールソケット形

撚藤吉〕亨二うレ~ソナノト~形
し撚娘7/2.9J

燃縦式ポー′しソケツ
(.撚紋7/3.2二〉

撚縦式ポー′Lソケ･ノト形

し燃線19/2.0〕
撚鰍式メー′しソケット形

____土墜鰍19/2_･き1_
_

撚線式ポーー′レソケット形

し撚鮪と19/2.6〕
撚轍式ポー′しソケット形

し撚線

注:仁巨

(2)

(3)

19/2.3､1

緑 川 ス へ - サ の 諸 特 性

第1表 てへ-サ練り返L曲げ寿命試験結果

■】こ
緑 ん｣｢り 川 ~/f二遡;動

ストロ∵ク

L nlnll

1-140

十 40

十 60

ゴーEO

土160

±160

:∈_160

十1EO

1-1(ミ0

故人γ1い~｢

:､】くg･

10

20

20

20

20

20

20

耽り返LP_叶数

300,000

10,000

200,000

190,000

63,000

300.000

300,000

197,000

250,000

210,00(I

250,000

300,eOO

300,000

スへ-サ状況

~テル璃廊有~
約0.5nlm

リ ン ダ破断

スッリンデ破断

スフリンプ破断

ACSR破断

異 常 な し

晃 一苗な L

撚 練= 礪:晰

撚 鮎 破 断

撚 糾 破 断

撚 緑 破 断

異:瑞- た し

l借
な し

一心怒註わ じれ方l｢り運如

ストローク:最人荷重
(1Tlml

十- 40

般大荷蚕とほ,運動のストロークか歳人の場合のスへ【サ両端で測った荷重を宣す｡

13番のものは,撚線接続部をペルーノウス状にしてひずみの集小をさけたもの｡

電線ねじれ方向運動はスベーサの檻構l二∴■に縦方向相互運動とl司じものは省略Lた｡

第3回 しa二1スペーサ操り返し仙げ寿命試朋
1定紋方ド】｣相互二運動

手側に 動を移行しようとする傾向があり,このためス

ペーサにほ第2図a,bのような

弟3図はこれらの運動を

動か考えられる｡

り返し寿命.拭放するように

作られた装置を示す｡この装置ほ運動のストロークが

士20～160mmにわたって自由に調節ができる.｡この場

合操り返し往復運動は1分間50何で,その回数ほ計数器

により積算されるようになっている｡またスペーサクラ

ソプ部の電線疲労を測定することも可能なように片側の

クランプ耶にACSRを使用している.ニー

弟1表は試作したスペーサの観り返しl_リーけナ~存命証験結

果である｡

果よりわかるよ

ているセミヒンジ形は

うに,スウェーデンで使用され

線と底角面内の動き(弟2図b

の場合)に対して弱いことがわかった｡したがって,風

の多いわが国では好ましくないといえる｡またリングや

繰り返し回景

20,000

二 300.000

-300.000

1363

∵,∴＼･一サ状況

二/ノ郡破断

生宗一な し

貧常なし

第3｢雲1(′b)スぺ一サ繰り返し曲け寿命訳灘

′｡に敵わ じれガi｢･J運動

･.ス/＼-∴汁t主ノ~ノリング形ノ

スプリング(二第3図のもの二)を使ったヰ)のほクランプ部と

の接合部近傍にストレスが集小する紙果,その部分の構

造を改良することが必要であることがわかったこ

これに反しボー′Lソケットを仙川したもの(∴ あらゆ

る方向にH山度をもち練り

ていることが催められたしノ

2.3 圧縮荷重試験

体導復

げ曲し㌧Ⅷ ますぐれ

電線に短絡電流が流れた場合ほスペーサにか

かる比縮力としてほ地犬であると考えられる_ 複導体送
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弟4図 ス′ミーーサ忙緬荷重試験ノノ法

J揖g-′ヴュストキー一望鴫

丑.亘

た わ
Lみ しT.･ア)

a

/､イブ式ポールソケット形
b

スプリング形(ニロッド入り:1

C二.:撚線式ポールソケット形(撚縦7/4.0〕
d､:撚観式ポー′し･ソケット彪(~燃硯7/3,2)
e 撚線式ポー′しソケット形(撚繊19/2.6)

f､･ スプリング形(′ロッドなし〕

gl:撚緑式守∴ルソケツト形(撚触7/2.9)

h
･
1

撚縦式ポールソケット形(撚貌7/2.9)

撚線式ポーノLソケット形(二撚紋19/2.3〕

弟5図 スぺ-サのJl瀾荷重試験

電線短絡時にスペーサにどの程度の荷堰がかかるかほ先

に短絡実験を子-Jこった結果(4)に基きそのエネルギーとして

ほ0･4kg-n-程度まで考えれば十分である｡

これを武作したスペーサキこついて調査した｡弟4図

ほ,この武鹸の方法で,ポールソケット形の場合,ボー

ルソケット㍑のクランプを~11▲振れ角片側20度いっぱいに

両端を同しノノ帖こかたむけた状態で一武鹸機に取り付け圧

縮試験を行巨 その荷重とたわみ一兵さの変化)の関係を

求めた.=

この結某二舞5図のようで,魁絡訳髄の結果し14,000A

9～)よりスべ-サに加わる圧縮エネルギーを0.4kg-m

として図に′j三してあるが,この範囲の圧縮荷重では,た

わみは比例関係にあり電線クランプ部間の連結を撚線で

スプリンブ作mを持たせたものも十分佐川できると考え

られる｡

一般にポールソケット形のクラン プ スプリン

グあるいほ撚規を使川したものはスべ-サ運動ぐ弟2図

のような∴乃自由度が大きく,ギャロツビング振動やス

リートジャンプなどの大きな送電線振動の場合に導体お

第41巻 Lノハリl第

把持 部

雛61ズー スペーサ把持力試験装眉

肥満詐

●

､-

荷 重

鋼管鯛

第7【又lスベーサ引抹力試験装置

よぴスペーサのポー′しソケット｢附こ無理がかからなく良

好とノムわれるノ.

2.4 把持力試験

スぺ-サが導体をクランプする場合, 電線の大きな

振動によって,スペーサが移動する危険仰があり,実

の取付け川ボックススパナで締め付けた状態で把持力を

.拭鹸Lた_
すなわち,弟d図のような試験装置により荷

重をJIlfえ ACSRよりスペーサが動きTf-1す場合の荷

測定した..

二の絹県ACSR(240mm2_)表面を清拭した場合ほ850

kgでマシン油檎布した場合470kgであった｡

2.5 スペーサ破壊試験

スペーサは極限値としてどの程度の･fゾl三能を有するか,

参考までに種々その測定を行った｣.

まずポールソケット形について第7図のような試験

跡こより荷_市:を加え,その引抜力を測定した〈｡この結果,

ボールソケット形で鋼管を使用したものは 2,275kgで

クランプ郁の鋼球かみ合せ部がつぶれ掛ナ出した｡また

ボールソケット形で撚綜を使用したものでは1,750kgで

撚矧!一滴絆■引はり綴がすべり出した｡

さらにボールソケット部の破壊としてクランプ部を20

度いっぱいにふらせ,クランプ連結部と直角に圧力を加

えボールソケットが抜けJ_1‡す荷重を求めた(ノ この結果

1,470kg種皮でボールソケットが抜けた､

2.d 低温試験

複さ御本送 据ほその架設場所によっては-30､-500C

の低紬こさらされることがあり,このときスリートジャ

ンプ,強風そのほかの原因でスペーサに衝撃力がかかる

と,いj_)ゆる低混瞳性破断を起す危険性がある｡将にボ

ールソケ､ソトを使用しているものでほ,寒冷地の試験線

でボールソケットの甘酢が破断したことがあるのでスペ
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第8同 スプリングの脆件試験装荷

ーサの低温試験も意味があると考え美験Lたニノ

ー･般iこ鉄鋼材料の低氾脆腔の機粥については数多くの

研究があるが,その択本頂囚についてほ明らかでないし､

Lかし材質的に見て細こ鉄鋼中の炭素の成分が大きい

ものほど影響は大でまた,組織上,残留ひず夫がなく熱

処理Lたものは脆怖が少ない｡

スペーサにスプリングを使ったものほ,スプリング作

用をもたせるため,高根素銅を使用し,熱処刑を十分行

っていないので低温脇机に対してほなはだ危険である｡

第8図はスプリングし 緑径7mm¢炭 0.65‰)の脆

性を.鉱験するための装躍で本抑11にドライアイスと7ル

コールを入れ供 材を-55DCに冷却した(〕黒鹸ブナ法ほス

プリングの金共に鋼撚線をつけ,ニの鋼撚椀のループを

シヤルピー試験機の試験ホにおき,衝撃的にスプリング

に引 りソJをかけることとした｡

実験は常温(15ロC)で200kg-m/cm2,低清い-550C_､)で

150kg-叫■cm2程度で3回ずつ子J:った-｣この結果破損は

しなかったが,弟9図に′肯すようにスプリング衣面のメ

ッキにき裂がほいった｡.これほ■_肱鉛と鋼の熱膨脹の差お

よび,亜鉛の低温脆性によるためと思われる｡:このよう

に低混で人きな止こ力が街甥的に繰り返されると,亜鉛メ

ッキがポロボロになるのは注意すべき現象である｡
2.7 耐食

スペーサほ長期間,ACSRとⅠ[8様のお命が要求される

が,その構造上ACSRより腐良をうける危険性が多い｡

特にスプリングなどを依ったものほ,この止十分対策を

施すべきである｡

このためスペーサの防食対 として汗通の熔融亜鉛メ

ツキ法とパーカライジングしたあとさびどめ塗装を行う

89
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(Z7▲を電気メッキしたもの)

第9【冥1低温脆性試験後のスプリン■グの外観

第10図 耐 食 試 験 状 況

方法について比較実験を行ったり

亜鉛ほ大ぷ巾で十分な水分が有:71三すると酸 および炭

酸ガスと作用して,その表耐こ水に不溶性の微増な水酸

化亜鉛,炭酸亜鉛などを生じ光沢を失って灰｢一色となる

が,この保護皮膜のため以後の腐食を防止する､.腐食の

進行は水分の-不飽和な大気1い,亜鉛劫妬こできる化合物

が憤化物を立とした場合,粒状であるため侵食度は放眉

期間に比例して岬大する｡温度変化による金属の膨脹収

縮も腐食を加速する一因子となる｡.普通亜鉛メッキの腐

食鋸度は軟鉄の1/10､1/20といわれ亜鉛メッキ層がJ二享し､

ほどその防食効 は大きい｡メッキは大別して熔融浸漬

法,電気メッキ法に大別されるがスペーサほ電気メッキ

の際の水素脆性また低温脆性,などに問題があるため,

熔融浸漬法を採用した｡

パーカライジングほ鉄製品表面を燐傾灘化したもので

さびどめを11的とする塗 下地として 険の携着をよく

する｡防食塗料としてはジンクロを使用し,この上にフ

タール酸樹脂を焼付けることとした｡

矢施した耐食試験凋20%塩水噴霧

た｡

副 条件ほ次のようである｡

温度 35±lOC,iまI良度90%以上

験を10日間行っ
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第11怪l耐 食.試験 前 の 状∴況

ノズル圧力 約1kg/cm2,噴霧8時間,放;r′■亡16時間

実鹸装置を弟10図に示す.｡供試材は弟12図のように

90度のり形に曲げ止こソJをかけたものおよび静的に放躍し

たものについて行った.｡ 融亜鉛メッキのものは亜鉛付

着量は580､620g/m2のものである.ユ 第11,12図は腐

食訳験前後の状況を示す(｡固よりわかるように雌鉛メッ

キのものほメッキ屑が肯しく腐食しているが､赤さJの

発生はl認められないこ さびどめ埼装のほうほまったく異

常はない..

結果としてはさびどめ効果は塩水噴霧訳放ではさびと

め塗料のほうがすぐれているが,実 暴露の場合は取扱

上塗料のほうが傷つきやすい点などより大体同等と思わ

れる｡

2.8 コロナ試験

スペーサは超高仕送電線に取り付けられるのでコロナ

の発 の少ないことが必要である｡復導休送電線では相

互に向いあった この部分

の形状とボルトやナットの端部のコロナシールドも必要

である｡

スペーサのコロナ.試験ほ超高圧同心円符f(6】による方法

が正碇で,写真撮影にも使利である｡

まずどの形式がコロナに対して良好であるか.調べるた

め,さきに試作したスペーサを超高圧同心円綺■〔長さ18

m,直径3m)内の複;封本送電線(240mm2ACSRおよび

330mm2ACSR〕に取り付け実験を行った二

同心円簡によって測定する場合は常に冥際の送電線の

場合との対応を考えなければならない｡

送電線における導体表面最大

関係は復導体送電線のとき次式で

G,-川Ⅹ=

位傾度と送電電圧との

わされる.｡

kV/cm

､二,ハ.･

ここで Cll-aX:複導体表面最大電位傾度(kV/cm二〕

Ⅴ:送電電圧(kV)

γ:導体半径(cm〕

2α:

一方

体間隔〔cm〕

β:等価柑問距離(二cnl)

高圧同心 おに相田円 いてほ

g‖川＼:=

第12図 耐 食 訊こ賦 後 の 状 況

Ⅴ(･▼(1十
2γlog′

ヱ)/-1

､･ノ~㌫

kV′/clュ1

ニこで g川;11:超高圧同心‖箱内の復導休

表面最大電位傾度(二kV/cm

Ⅵ_▼二超高圧同心H

上)(･:

失政に偵皿

導体間脳ほ40cmである〔

休

匠(｢kVi

半径(cm

150cnlで,

比同心円筒とのコロナの対応性ほ周一導

画地大電位傾度で完全な一致をみることか認められ

ているのでり〕およぴし2二1式によって,実際送電線の電

J†ミと関係づけられる｡

ちなみに等価相聞郎離8.5m,未導体330Illn12.とす

ば1しーオ Vk572虻 ときの導体 面長大電位傾度ほ

14.3kV/cmである｡

弟13図は可視コロナ武験の機イである｡ニれよりわ

かるようにセミヒンジ形はボルト,ナット満分志りコロ

ナが発′iミしやすく,撚線形ほ電視把持郡を機械的にじょ

うぶにするため向いあった素導体の外側の部分の突

大きくした結果コロナの発生が多くなっている二

ボールソケット形は,試作した中で巌もコロナ開始電

圧が高く,特に電線把持部の形状に改良を加えることに

よって高いコロナ開始電圧を与えることができた｡弟14

図はこの形であって,コロナ開始は導体

度25.6kV/Cm相間距離8.5mとして実際

面最大電位頓

電線 算換に

した場合ほ492kVとなる｡また降雨の場合はそれぞれ

14.1kV/cm,271kV となるが,晴天および降

休のコロナ開始電虻はスペーサより低くなっている｡

2.9 電源開発只見幹線用スペーサ

今Ⅰ!_il電源開発株式会社に納入した240mn12ぉよび
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サ の 諸 特 性 1367

しa〕

〔b:)

壷休よ†れ故人電位傾度:25k＼りしm

第13区†セミヒンジ形および撚線1供試作

ん-1のコロナ発生状況

(a､帖ノこ吋:導体表滴属人`■=は位傾度

30kヽ■/cm〔コ･Jナ開始25.61{ヽ1/cITl)

〔b〕降雨特:ユ淫体衣両故人`-~田舟偵痩

15kヽ′/ぐ1Tl｢ニヱロナ【用妬14.1kヽ｢/cnlJ

第14図 スプリング式ポー′レソケット形

スぺ--サのコロナブ己′l二:1尤況

330111m2複ブ御本ACSR用スプリング式ポールソケット

形スペーサについてほ前一品沌験姑黒に基き設計したもの

であるが,その粕長および小′摘巨を概略説明する.J

特長は次のとおりである｡

(1)クランプ郁の材質ほJIS H4131耐食アル ニウ

ム合金鍛造品第6種を使用し,耐食性,耐摩比性せ考

慮した〕

(2)ボー/し洋l;の形状ほ低沌封唖のノッチング効一某を少な

第15[窒l電源開発株式会社納スプリング式

ポールソケット形スべ-サ

第2表:ニスプリ ング式ポー′しソケット形

スぺ--サ~ト掛性能

｢討こ鹸叫｢武険脚l

引張り試験

111け㌢L試験

亜鉛付茄_拉

試 験 条

3001くg l分軋

クランプ削を_むこに接する

まで州げた場合の変形

亘二:‥!∴::

JIS HO401による

引脹り武扱せ行い破唆する

破壊.試験

曲げ試験

ク
ラ
ノ
ブ
部

二亜鉛イ､｣右_量

;献さ.試験

:把持力試奴

コロナ一武奴

ーーC刀=二→

JISI104【)1による

プリネ′し健さ

糾紺~ノ｣250kg-Cm

可視コロナ開始歳任を測碇
する

.式
険 紙 某

永久要椙
0.2【し0.3mnュ

永久要Jl≠約4nl】11

450､550g/nr2

約3,000】{g

約2,000kg

680～800g/n12

約95

250kg

25.61くヽ'/cnl

･:､492Itヽ･㌧相当)

くするため角をなめらかなl■｣孤とし,低温脆性を考

して熱処理を行い,残留ひずみをとり組織の調整をほ

かっ釆二｡

(3)メッキほ熔融亜鉛メッキを採川したが,前処理は,

一般ほ酸洗浄を行うのが普通であるが,スプリングの

ような高炭素鋼でほ酸脆怖が起る危険性があり,その

ためこれを行わずショットピーニソグにより果皮を除

去し,その危険を除いた｡さらにメッキ後クローム酸

処理宜行い,さらに耐食性を増大させた｡

(4)クランプ耶の形状はl■り心【一里令によるコロナの検討

を重ねた結果,なるべく導体付近の等電位面く･こ合せる
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よう卵形とし,復導体外

目 立 評

r■舅;は平滑にし,締付けボルト

およびナット類の頭部をコロナしやへいした=

またこのスペーサについて精々の惟能を朝Ij定した結果を

弟2表に示す｡

なお複導体送 線耐張鉄塔のジャンパー視でも台風

ステッキングの危険性が考えられるのでスペーサを挿入

するが,このスペーサは運動の臼山度が少ないのでポー

ルソケット形とせず,撚線式岡見形とした｡

3.結

以上複導体 縦のスペーサに関する問題点を

あげ,これに対する各種検討と対策について

かし,台風時などの送電線振動に対しては,複導体の実

地観測結果もほとんどなく,このため,スペーサとして

どの程度を考慮すべきかなど,機械的問題に対して不明

確な点が多い二.しかし,差しゴ1っては邦命 験で,この

運動を考慮しているので,どういう構造のスペーサが良

いかめやすを与えることができたと考えるく｡

対食防た として送 線経過地で腐食性ガスが存在

するような雰l刺気ではさらに耐食性の検討が必要であろ

う｡

スペーサ取付｣二の問題すなわち,スペーサ間隔と配列

法につい

ほ同視

職安本て かったが,これは350mの実

体送電縦で実験研究を重れ∴J■附ま既報(6)して

あるので省略する｡

Jl支後に本尖験に閲し種々御 導をいただいた電源開発

株式会社送電課,林課長,鈴木氏,また御鞭捷をいただ

いた日立電縦株式会社,~人和,久本両部長,‖_l本,杉山

両課長に深潮する｡

参 芳 文 献

(1〕A.Rusck,B.G.Rathsman:CIGRE No.41O

(1950)

(2)R.J.Mather,A.R.Hard:PowerApp.and Sys.

823(Oct.,1958)
A,Solvi:CIGRE No.216(1956)

林,鈴木,山木,山崎:日立評論別冊No.28,3

(昭33)

永野:口証評論 別冊No.28,18(昭33)

林,鈴木,川本,星野:l=】1ア評論 別冊No.28.12

川｢j 33)

(昭和34年4月受付分)

火力発電技術協会

【二りこ王′l勤制御研頂
ノゝ

_■ こ

▲ゝ

.ゝ

■ゝ

｣.Jハ｢.｣｢

木口会

5.12′､､-15

5.15

5.30へ一31

4.27

4.21

5.21

5.18～20

4.20

5.18

4.1

4.9

ギ槻機
叫ナ

､

｢二作機械

二
･
‖

借れ出新会

全
会
会
業

ト量管理協

全
会

協
芋

′ヌ電
†

木
分

■1高

内部摩擦研究会
輪番幹-■1手

原千ノノ産業会議

名占一院了~†J二仁業研究
所アナロ_グ電子計
算機研究所

名~占一足市工業研究
所

日本分析化学会

日本分析化学会

全会学
学

信
理

通
物

気
本

電
日

のライボ

ナグレイ

タ

燃機動
延

白H 焼 制 御 に つ

おける 自

納 料 金 計 宕詩の 機 構 に つ

次元 ア ル キド樹脂

ソ ブ ス 丁 ソ 祝

機乾

て御

坪
構
燻
て

用

中 性 子 の 械 速･整 化 の 叩 論

特殊非線型要素とアナコソの研算要素の変った
使用法

サ
ーー

EPMA

同 体
マ イ ラ

ボ

分

■

線
分

Ⅹ部
過

少徽
質

に明旧装析

析

放の
､

lテスエポ

つ いて

つ い て

別紙照射

ダイオードの特性

近代企業経常における｣三原計画に拭く購円訂両

と組織

R 立工場

日 立工場

場
場
場
場

T

T
ュ
⊥

戸
崎
崎
崎

笠
川
川
川

多賀1[場

絶縁物工場

中央研究所

中央研究所

中央研究所

中央研究所

巾央研究所

中央研究所
中央研究所
中央研究所

中央研究所

町立研究所

社

吉
宅

矢
波
鎌
古

渡

法
永

度

呵

上
川
原
沢
小

都
辺
同
橋

岡中

辺
本

垂
裕
一

辛
曲
克

満
憲
之
尊

~l=叫郎
久 雄

潔

豊穣

男

俊

良
卓




